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概要 

 
1995 年にペガスス座 51 番星の周りで太陽系外惑星が発見されたのを契機に、惑星系研

究の対象は太陽系だけでなく、系外惑星系に大きく拡大した。これまでに発見された系外

惑星系は、私たちの太陽系とは似ても似つかないものであり、その多様性を理解するため

には太陽系を含めた惑星系の形成と進化についての理解が必要である。本論文では、系外

惑星系の多様性を理解するために、その形成についての理論的考察、及び、惑星系形成の

現場である原始惑星系円盤の高解像撮像のための新しい観測手法について述べる。 
惑星形成説には、コア･アクリーション説とディスク不安定説がある。この 2つの形成モ
デルは、巨大ガス惑星が形成されうる円盤の金属量と惑星の質量について異なる特徴を持

つ。従って、その特徴をこれまでに検出された惑星(161例)と比較することにより、これら
の惑星がどちらの過程により形成されたかを理解することができる。主星のスペクトル型

ごとに比較した結果、主星が G型星の場合、全サンプルのうち 90%はコア・アクリーショ
ン過程により形成されうる範囲に存在する。一方、残りの 10%はコア・アクリーションモ
デルでは説明することができず、ディスク不安定モデルのみで説明することができる。従

って、これまでに検出された惑星の多くは、コア・アクリーション過程により形成され、

一方、その残りの惑星がディスク不安定過程により形成されていると考えられる。 
原始惑星系円盤の高解像撮像のための新しい観測手法について提案する。従来、天体干

渉計で撮像するためには、2 光束の光路差を走査する遅延線装置が必要である。Fizeau 型
干渉計は、その遅延線装置がないために、撮像することができないと考えられていた。し

かし、遅延線装置の代わりに、焦点面にアレイ検出器を置くことにより、開口面と検出面

の間に 2光束の光路差が生じるので、Fizeau型干渉計で撮像することができるようになる。
この方式は、従来の天体干渉計の撮像方式に比べ、容易に広い視野が得られ、さらに、観

測時間を大幅に短縮できると考えられる。本論では、この方式の定式化と実証実験につい

て述べる。将来、赤外線干渉計による原始惑星系円盤の高解像撮像により円盤の温度分布

が観測的に決定され、惑星形成のモデルに制限を与えることが期待される。 
 


